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昨
年
は
美
作
国
が
建
国
さ
れ
て
１
３
０
０
年

と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。
本
市
は
周
辺
市
町

村
と
連
携
・
協
力
し
て
、
様
々
な
記
念
事
業
を

開
催
し
ま
し
た
が
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
学

び
な
が
ら
、
現
在
の
地
域
の
状
況
を
見
つ
め
直

そ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

地
域
の
置
か
れ
て
い
る
困
難
な
状
況
を
克
服

し
、
新
た
な
津
山
市
を
創
造
す
る
た
め
に
も
、

市
民
の
皆
様
が
未
来
に
目
を
向
け
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
の
中
に
誇
り
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
見
出
す
こ
と
は
肝
要
で
す
。

こ
の
た
び
本
市
に
お
い
て
編
さ
ん
を
始
め
る

新
し
い
市
史
は
、
最
新
の
学
問
成
果
と
資
料
に

基
づ
き
、
本
市
の
歴
史
を
総
合
的
・
体
系
的
に

叙
述
し
ま
す
。

「
古
き
を
た
ず
ね
て
、
新
し
き
を
知
る
」
。
こ

の
事
業
を
通
し
て
、
歴
史
文
化
都
市
・
津
山
が

未
来
を
切
り
拓
く
手
が
か
り
を
見
い
だ
せ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

１ 〃
３

二

新
し
い
市
史
の
編
さ
ん

開
始
に
あ
た
っ
て

秒固９１

津
山
市
長
宮
地
昭
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新
『
津
山
市
史
」
の
編
さ
ん
に
際
し
て

津
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
長
三
好
基
之

図
が
あ
ろ
う
と
も
、
美
作
と
い
う
運
命

共
同
体
の
上
に
展
開
さ
れ
る
以
上
、
『
市

史
」
も
ま
た
、
そ
れ
を
意
識
し
た
も
の

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

新
『
市
史
』
の
編
さ
ん
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
、
津
山
市
は
そ
の
後
、
多
く

の
歴
史
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

津
山
郷
土
博
物
館
や
洋
学
資
料
館
に
新

た
に
多
く
の
資
料
が
集
積
さ
れ
た
。
弥

生
の
里
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
に

よ
っ
て
、
新
た
な
発
掘
資
料
を
得
た
が
、

特
に
津
山
城
の
発
掘
が
進
め
ら
れ
、
伝

承
の
域
を
出
な
か
っ
た
城
の
歴
史
に
学

問
上
の
成
果
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
手
前
味
噌
に
な
る
が
、
新
訂
・
増

補
『
美
作
略
史
』
の
公
刊
に
よ
り
、
古

代
・
中
世
の
文
献
資
料
を
一
層
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
編
さ
ん
委
員
に

若
き
研
究
者
が
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
市
民
の
た
め
に

楽
し
め
る
『
市
史
』
の
早
い
完
成
を
祈

る
と
し
よ
う
。

編
さ
ん
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
委
員

○
執
筆
者

能
美
洋
介

森
俊
弘

山
本
太
郎

東
昇

横
山
定

妻
鹿
淳
子

森
元
純
一

北
村
章

山
下
香
織

沢
山
美
果
子

日
下
隆
春

山
下
洋

森
元
辰
昭

小
西
伸
彦

首
藤
ゆ
き
え

安
倉
清
博

平
松
典
晃

井
上
靖
子

立
石
憲
利

河
本

可
児

狩
野

今
津

三
好

久
野

定
兼

在
間

香
山

前
原

『
津
山
市
史
」
の
新
た
な
編
さ
ん

が
始
ま
っ
た
。
前
の
７
冊
本
の
『
市

史
』
は
昭
和
釦
年
（
１
９
６
５
）
の

編
さ
ん
委
員
会
設
置
か
ら
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
ま
で
の
、
実
に
加
年
に

わ
た
っ
て
、
よ
う
や
く
完
成
を
み
た
。

現
在
の
知
新
館
に
津
山
市
立
郷
土
館
が

設
置
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
『
市
史
』

の
編
さ
ん
を
行
う
た
め
で
も
あ
っ
た

が
、
そ
こ
か
ら
数
え
る
と
か
な
り
の
年

月
を
経
て
７
冊
本
の
『
市
史
』
は
完
成

し
た
。
も
と
も
と
７
冊
に
す
る
計
画
が

最
初
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

結
果
的
に
は
編
さ
ん
委
員
が
１
人
１
冊

を
書
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
か
も

原
稿
が
完
成
し
た
時
代
か
ら
出
版
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

今
回
の
『
市
史
』
編
さ
ん
の
目
論
み

は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
市
域
の
拡

大
、
美
作
国
成
立
１
３
０
０
年
な
ど
を

契
機
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

町
村
の
市
へ
の
合
併
は
、
多
分
に
政
治

的
な
も
の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意

岡
山
理
科
大
学
教
授

典
庭
市
教
育
委
員
会
勤
務

倉
敷
市
総
務
局
歴
史
資
料
準
備
室
勤
務

京
都
府
立
大
学
准
教
授

岡
山
県
教
育
委
員
会
勤
務

前
岡
山
地
方
史
研
究
会
会
長

和
気
町
教
育
委
員
会
勤
務

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
蛎
託

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
嘱
託

岡
山
大
学
大
学
院
客
員
研
究
員

鏡
野
町
教
育
委
員
会
勤
務

福
山
市
史
編
纂
室
嘱
託

清
心
中
学
校
・
女
子
商
校
非
常
勤
講
師

吉
備
国
際
大
学
准
教
授

井
原
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
員

民
俗
研
究
家

倉
敷
翠
松
高
校
非
常
勤
講
師

備
前
市
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員

岡
山
民
俗
学
会
名
誉
理
郡
長

元
く
ら
し
き
作
陽
大
学
教
授

く
ら
し
き
作
陽
大
学
非
常
勤
講
師

奈
良
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員

岡
山
大
学
教
授

元
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教
授

岡
山
大
学
教
授

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
館
長

前
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
館
長

津
山
女
性
史
研
究
会
代
表

蒜
山
郷
土
博
物
館
館
長

自
然
風
土
・
考
古
担
当

自
然
風
土
・
考
古
担
当

古
代
担
当

古
代
担
当

中
世
担
当

中
世
担
当

近
世
・
近
現
代
担
当

近
世
・
近
現
代
担
当

近
現
代
担
当

中
世
・
民
俗
担
当

自
然
風
土
・
考
古
担
当

中
世
担
当

近
世
担
当

近
世
担
当

近
世
担
当

近
世
担
当

近
世
・
近
現
代
担
当

近
世
・
近
現
代
担
当

近
世
・
近
現
代
担
当

近
世
・
近
現
代
担
当

近
現
代
担
当

近
現
代
担
当

近
現
代
担
当

近
現
代
担
当

近
現
代
担
当

民
俗
担
当

民
俗
担
当

民
俗
担
当

民
俗
（
民
話
）
担
当

’
二
基

２
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教
育
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
各

部
会
で
の
協
議
内
容
が
事
務
局
か
ら
報

告
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
部
会
編
成
の
根
拠
と
な
る
時

代
区
分
に
つ
い
て
、
一
部
を
整
理
・
修

正
す
る
案
が
提
案
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
巻
数
．
内
容
構
成
や
刊
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
事
務
局
案
が

検
討
さ
れ
、
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
通
史
編
６
巻
・
資
料
編
５
巻
の
ｎ

巻
構
成
と
す
る
こ
と
、
刊
行
終
了
後
に

簡
易
版
の
市
史
を
出
版
す
る
こ
と
な
ど

が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
妬
年
度
の
事
業
計
画
案
が

議
論
さ
れ
、
各
委
員
か
ら
は
主
に
調
査

活
動
に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
、
ほ
ぼ
事
務
局
の
原
案
ど
お
り

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

↑
垂

区
冨弓薗
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零
回Ｉ平

成
妬
年
７
月
四
日

於
市
庁
舎
第
２
委
員
会
室

事
業
計
画
を
協
議

雷平成
朗
年
３
月
別
日

於
郷
土
博
物
館
研
修
室

委嘱状交付

ま
ず
、
田
村
教
育
長
が
所
用
で
欠
席

の
市
長
に
代
わ
っ
て
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
編
さ
ん
委
員
を
お
願
い
す
る
叩
名

の
方
々
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

続
い
て
事
務
局
側
の
職
員
紹
介
の

後
、
議
事
に
入
り
、
委
員
長
に
三
好
委

員
、
副
委
員
長
に
は
河
本
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

初
の
委
員
会
で
あ
る
た
め
、
事
業
を

推
進
す
る
編
さ
ん
室
を
め
ぐ
る
組
織
・

体
制
に
つ
い
て
の
質
問
や
確
認
が
あ

り
、
そ
の
う
え
で
編
さ
ん
方
針
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
点
に
つ
い
て
、
率

直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

そ
し
て
、
執
筆
者
選
定
の
た
め
、
時

代
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
部
会
を
立
ち

上
げ
、
早
め
に
各
部
会
を
開
催
し
て
議

論
し
、
そ
の
結
果
を
次
の
委
員
会
に
持

ち
寄
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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ー、

ー

部
会
の
発
足
後
、
２
回
の
部
会
を
開
催
し
、

全
体
の
構
成
を
検
討
し
章
立
て
案
を
作
成
し
ま

し
た
。
自
然
風
土
は
、
生
活
基
盤
と
し
て
の
津

山
の
自
然
状
況
（
地
質
・
地
理
）
を
叙
述
す
る

も
の
で
、
岡
山
理
科
大
学
の
能
美
洋
介
氏
に
執

筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
考
古
は
、
旧
石
器
時

代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
を
担
当
し
ま
す
。
執
筆

は
、
文
化
課
の
埋
蔵
文
化
財
担
当
職
員
が
行
う

こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
に
取
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
考
古
の
資
料
編
を
出
す
予
定
で
す
の

で
、
発
掘
調
査
報
告
書
が
未
刊
の
遺
跡
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
掲
載
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
古
い

時
期
の
調
査
が
多
く
当
時
の
写
真
や
図
面
が
な

い
な
ど
、
整
理
に
あ
た
っ
て
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
出
土
遺
物
が
東
京
国
立
博
物
館

な
ど
他
の
施
設
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
調
査
も
今
後
必
要
と
な
り
ま
す
。

都
会
通
修

（
部
会
長
“
河
本
委
員
、
副
部
会
長
姉
可
児
委
員
）

琶
一
・
『

一
八
刑
奇

士
息

自
然
風
土
。
考
古
部
会

新
し
い
市
史
の
編
さ
ん
事
業
は
、
６
つ
の
部
会
で
分
担
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

各
部
会
の
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

古
代
部
会

■

認

古
代
編
の
編
さ
ん
方
針
に
つ
い
て
協
議
中
で

す
。
古
代
は
、
美
作
国
の
成
立
前
か
ら
平
安
末

期
ま
で
を
担
当
し
ま
す
。
主
な
部
分
を
今
津
委

員
が
執
筆
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

他
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
順
次
執
筆
者
を
依

頼
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
年
度
は
、
調
査
活
動
の
手
始
め
と
し
て
津

山
地
域
の
巡
検
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市

内
の
後
期
古
墳
や
須
恵
器
を
作
っ
て
い
た
窯
跡

な
ど
を
見
て
回
る
予
定
で
す
。
ま
ず
部
会
員
に

市
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
本

格
的
な
調
査
に
移
り
ま
す
。

（
部
会
長
叩
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
亜
今
津
委
員
）

本
会
に
は
前
原
委
員
と
執
筆
者
の
森
俊
弘
氏

に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
中
世
編
の
編
さ
ん

方
針
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
中
世
は
、

平
安
末
期
か
ら
森
家
の
美
作
入
封
ま
で
を
担
当

し
ま
す
。

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
資
料
調
査

を
始
め
て
お
り
、
資
料
の
所
在
情
報
が
寄
せ
ら

れ
る
と
、
調
査
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
会
で
も
市
外
委
員
の
た
め
に
巡
検
調
査
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
美
作
国
に
多
く
築
か
れ
た
中

世
の
山
城
や
、
荘
園
の
故
地
な
ど
を
調
査
し
て

回
る
予
定
で
す
。

（
部
会
長
二
一
一
好
委
員
、
副
部
会
長
”
久
野
委
員
）

中
世
部
会



こ
れ
ま
で
に
４
回
の
部
会
と
１
回
の
巡
見
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
編
さ
ん
委
員
３
名
、
執
筆

者
９
名
の
体
制
で
、
明
治
の
廃
藩
置
県
か
ら
平

成
の
市
町
村
合
併
ま
で
を
担
当
し
ま
す
。
大
正

と
昭
和
の
間
で
区
切
っ
て
２
巻
に
分
け
る
こ
と

と
し
、
各
時
代
の
章
立
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
津
山
市
域
の
近
現
代
を
網
羅
す
る
記
述

を
目
指
し
ま
す
。

８
月
躯
日
に
巡
見
調
査
を
実
施
し
、
市
内
各

支
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
行
政
文
書
の
概
略
を

調
査
し
ま
し
た
。
久
米
・
阿
波
・
加
茂
・
勝
北

の
各
支
所
を
１
日
で
回
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
調
査
時
間
は
１
時
間
ほ
ど
で
し
た
が
、
津
山

市
の
行
政
文
書
の
現
状
が
よ
く
わ
か
る
、
有
意

義
な
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
支
所
以
外
の
市
内
各
地
に
残
る
近

現
代
資
料
の
調
査
と
並
行
し
て
、
各
支
所
保
存

文
書
の
本
格
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
く
方
針
で

す
。

（
部
会
長
叩
在
間
委
員
、
副
部
会
長
》
香
山
委
員
）

、

今
ま
で
に
２
回
の
部
会
を
開
催
し
、
委
員
を

含
む
加
名
の
外
部
執
筆
者
と
事
務
局
職
員
が
執

筆
を
分
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
・
近
世
は
、

主
に
森
家
の
美
作
入
封
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で
を

担
当
し
ま
す
。

中
世
以
前
と
は
違
っ
て
残
存
資
料
が
膨
大
な

う
え
、
元
禄
期
以
降
は
支
配
状
況
が
複
雑
な
た

め
、
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
効
率
よ
く
、
か
つ

各
地
域
か
ら
偏
り
な
く
、
資
料
を
集
約
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
既
に
活
字
化
ま

た
は
郷
土
博
物
館
な
ど
に
収
蔵
済
み
の
資
料
の

精
査
と
、
新
規
開
拓
の
資
料
調
査
と
を
同
時
並

行
で
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ｎ
月
に
は
市
内

の
巡
見
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年

度
中
に
各
部
会
員
が
叩
点
ず
つ
の
採
録
候
補
資

料
と
森
家
時
代
で
の
担
当
範
囲
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
持
ち
寄
り
、
資
料
の
取
捨
選
択
と
通
史

編
の
内
容
構
成
の
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

（
部
会
長
”
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
函
在
間
委
員
）

近
世
部
会

型

メ

本
会
で
は
、
地
域
の
風
習
・
風
俗
や
口
頭
の

伝
承
な
ど
を
担
当
し
、
民
俗
編
と
民
話
の
別
巻

を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
民
俗
と
民

話
で
担
当
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
協
議
を
重
ね

つ
つ
、
調
査
を
始
め
て
い
ま
す
。

民
俗
で
は
、
昨
年
度
に
２
回
、
今
年
度
か
ら
は

執
筆
者
３
名
を
加
え
て
２
回
の
部
会
を
開
催
、

調
査
の
方
針
や
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。
来
年
度
ま
で
に
、
市
内
各
地
を
回
っ
て
地

域
に
関
す
る
様
々
な
項
目
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
う
予
定
で
、
今
ま
で
に
約
別
名
の
方
々
か
ら

貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
民

具
や
祭
礼
に
関
す
る
調
査
も
進
め
て
い
ま
す
。

民
話
で
は
、
民
話
研
究
者
の
立
石
憲
利
氏
を

中
心
と
し
て
３
月
か
ら
調
査
を
開
始
し
ま
し

た
。
勝
北
や
加
茂
で
民
話
の
採
録
を
行
い
、
の

べ
追
名
の
方
々
か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

よ
り
多
く
の
民
話
の
収
集
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

近
現
代
部
会

５

（
部
会
長
塁
別
原
委
員
、
副
部
会
長
函
安
倉
氏
）

民
俗
部
会



皆
さ
ん
の
お
宅
に
古
い
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

、
型

〆
‐
堅

編
さ
ん
事
業
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

新しい市史の編さんを開始しました

本
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
新
し
い
『
津
山
市
史
』
の
編
さ
ん
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
従
来
の
『
津
山
市
史
」
は
、
昭
和
“
年
（
１
９
７
２
）
か
ら
平

成
７
年
（
１
９
９
５
）
に
か
け
て
、
全
７
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
研
究
の
進
展
や
合
併
に
よ
る
市
域
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
新
し
い
市
史

を
待
ち
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
来
の
事
業
内
容
は
、
本
紙
の
各
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
る
と
お
り

で
、
今
年
度
か
ら
各
部
会
で
調
査
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

市
の
歴
史
を
神
き
残
し
て
後
世
に
伝
え
る
大
切
な
事
業
で
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。時

更
新
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
以
降
、
１
年
に
２
回
程
度

市
史
だ
よ
り
」
も
発
行
し
ま
す
。

▼
市
史
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
“
津
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
市
政
↓
津
山
一

宮
日
ヘ
ヘ
ョ
尋
急
・
ｇ
ｑ
・
蕨
匡
冒
目
四
．
一
四
頁
冒
旦
関
．
。
［
ｇ
へ
鴎
画
Ｐ
四
ｓ
》
冨
旦

資
料
の
所
在
確
認
や
古
い
風
習
・
習
俗
の
聴
き
取
り
な
ど
、
編
さ
ん
室
か

ら
調
査
員
が
市
内
各
地
へ
出
向
い
て
調
査
活
動
を
行
う
機
会
が
今
後
増
え
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
引
越
し
や
家
の
整
理
・
片
付
け
の
際
、
古
い
道
具
や
写
真
・
書
類
な
ど

が
出
て
き
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

今
後
の
事
業
進
展
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
随

更
新
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
以
降
、
１
年
に
２
回
程
度
「
津
山

史
だ
よ
り
」
も
発
行
し
ま
す
。

市
史
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
“
津
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
市
政
↓
津
山
市
史

１２１１１１１０７４

月月月月月月
１２８２７２３２４１
日日日日日日

編
さ
ん
室
の
調
査
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

８７ ５５４４

月 月月月月月
２２５１７６２６１７
日日日日日日

編
さ
ん
事
業
の
経
過

平
３ 成
月２５
２６年
日

平
１成
月２６
１６年
日

第
１
回
古
代
部
会

第
１
回
中
世
部
会

第
２
回
幕
末
・
維
新
・
洋
学
史
、
近
現
代
合
同
部
会

第
２
回
民
俗
部
会

第
２
回
地
質
・
地
理
・
考
古
部
会

近
世
・
近
代
部
会
調
整
会
議

第
２
回
編
さ
ん
委
員
会

妬
年
度
第
１
回
近
現
代
部
会

妬
年
度
第
１
回
民
俗
部
会

妬
年
度
第
１
回
近
世
部
会

恥
年
度
第
２
回
近
現
代
部
会

恥
年
度
第
２
回
民
俗
部
会

近
現
代
部
会
全
体
調
査
（
支
所
保
管
文
書
調
査
）

３３２２２１

月月月月月月
２４１１２４２３２１２５
日日日日日日

津
山
市
教
育
委
員
会
に
て
津
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
規
則
を

制
定

教
育
委
員
会
内
に
津
山
市
史
編
さ
ん
室
を
設
撮

第
１
回
編
さ
ん
委
員
会

第
１
回
幕
末
・
維
新
・
洋
学
史
、
近
現
代
合
同
部
会

第
１
回
地
質
・
地
理
・
考
古
部
会

第
１
回
近
世
部
会

第
１
回
民
俗
部
会

６－
ﾖ



ー

綴
じ
違
え
ら
弧
た
江
声
画
記

を
作
っ
て
は
送
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
る
時
点
で
６
か
月
ご
と
に

綴
じ
合
わ
さ
れ
、
１
年
が
正
月
～
６
月

と
７
月
～
哩
月
の
２
冊
に
分
け
て
保
存

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
日
記
を
所
蔵
す
る
津
山
郷

津
山
藩
松
平
家
で
は
、
国
元
の
津
山

と
江
戸
藩
邸
の
双
方
に
お
い
て
日
記
を

付
け
、
藩
政
を
記
録
し
て
い
ま
し
た
。

前
者
ば
「
国
元
日
記
」
、
後
者
は
「
江

戸
日
記
」
と
総
称
さ
れ
ま
す
。
日
記
は

１
か
月
単
位
で
管
理
さ
れ
、
毎
月
写
し

３冊現存する文化１０年正月～６月の江戸日記

右からＥ2-1-223、E2-2-73、E2-2-74o
上は各冊子の表紙。下が６月冒頭部で、E2-2-74は他の２冊と異なる。

‘１
１誇

』？

小
島
徹

“
一
画
誕
側

従
正
風
雲
減

弓

一
又
化
寸
溌
一
間
兼
琴

…
墓
Ⅱ

、
鍔

両層

■
勺
ロ
ロ

１

Ｉ

●研究余録

右は表紙。左

が６月冒頭

部で、Ｅ2-1‐
２２３、Ｅ２－２‐

７３と一致。

修
〃:蝉、

Jl1l
今一

')8(。

７

土
博
物
館
で
は
、
今
年
６
月
か
ら
ネ
ッ

ト
上
で
江
戸
日
記
の
画
像
を
公
開
し
て

い
ま
す
が
、
画
像
撮
影
の
準
備
段
階
で

思
わ
ぬ
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

先
述
の
と
お
り
、
江
戸
と
津
山
で
日

記
の
写
し
を
や
り
取
り
し
て
い
た
た

め
、
同
じ
時
期
の
日
記
が
複
数
冊
存
在

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
が
、
３
冊
現

存
す
る
文
化
皿
年
（
１
８
１
３
）
の
日

記
の
う
ち
、
１
冊
は
６
月
分
が
他
の
２

冊
と
違
う
の
で
す
。
調
べ
た
結
果
、
１

冊
し
か
な
い
方
が
正
し
く
、
２
冊
あ
る

方
は
文
化
８
年
６
月
の
日
記
だ
と
判
明

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
２
冊
は
違

う
も
の
が
綴
じ
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

こ
の
よ
う
な
綴
じ
違
え
が
、
な
ぜ
起

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？
し
か
も
、
同
じ

よ
う
に
間
違
え
た
も
の
が
２
冊
あ
り
、

一
方
は
江
戸
保
存
分
で
、
も
う
一
方
は

津
山
保
存
分
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
さ

か
、
江
戸
と
津
山
の
双
方
で
た
ま
た
ま

同
じ
よ
う
に
綴
じ
違
え
が
起
き
た
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
こ
の
時
期
の

日
記
の
精
読
に
よ
り
、
何
か
手
掛
か
り

が
見
付
か
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

文化８年正月～６月の江戸日記（E2-2-68）

Ｅ
Ｉ
テ
雲
；
豊

欝
森
火
糞
手

迦
洲
劉
迩
趨

も
し
か
す
る
と
、
他
に
も
こ
の
よ
う

な
綴
じ
違
え
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
津
山
藩
に

お
け
る
日
記
の
保
存
管
理
過
程
を
探
る

う
え
で
興
味
深
い
発
見
で
す
。
ま
た
、

膨
大
な
量
の
資
料
を
分
類
・
整
理
し
て

保
存
す
る
と
い
う
点
で
は
、
市
史
編
さ

ん
事
業
に
お
い
て
も
同
様
の
作
業
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
先
人
の
誤
り

を
他
山
の
石
と
し
て
作
業
の
正
確
を
期

す
る
よ
う
、
自
ら
を
戒
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

Ｅ
Ｉ
一
ｔ
雲
：
望
塾

樹
丈
か
火
沓
暴
手

動
繍
細
記
趨

恨
椴
乱
箕
凡
」

歩

ベ

と
Ⅲ
■
．．
Ⅱ
■

■
ｂ
配

“
叩
亜
呼
ｖ
ｑ
ｌ

ト

ー
‐
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｒ
叩
１
判
．
即
ｐ
６
Ｄ
・
一
Ｉ
．
・
画
ご
‐
‐
’
１
９
ｆ
‐
：
司
り
口
山
■
、
呈
・
６
垂

円

Ｆ
６
Ｒ
６
Ｂ
ｂ
呼
日
』
■
ｆ
心
酌
＆
再
ｂ
■
且

Ｉ

Ｍ
ｌＭｉ

＃
ｉ
＃

＃

。
！
〃
六
碕
凋
甥
へ
永
雰
動

。
・
謹
喰
鯛
韮
》
『
》
毒
》
》
率
》
轟
ぺ

．
・
奇
ず
ふ
一
一
綱
》
”
霊
蓉
窯
》
》

一
鮒
胤
撒
蝋
蝋
撫
胤
溌
蛎
；
警
謂



』

〆 、

旧版「’孝山索吏」にりいで

〃

Ⅲ
版
の
一
津
山
市
史
』
の
構
成
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

第
１
巻
…
原
始
・
古
代

第
２
巻
…
中
世

第
３
巻
…
近
世
Ｉ
（
森
藩
時
代
）

第
４
巻
…
近
世
Ⅱ
（
松
平
藩
時
代
）

第
５
巻
…
近
世
Ⅲ
（
幕
末
維
新
）

第
６
巻
…
現
代
Ｉ
（
明
治
時
代
）

第
７
巻
…
現
代
Ⅱ
（
大
正
・
昭
和
時
代
）

現
在
、
販
売
用
の
在
庫
が
あ
る
の
は
、

第
４
巻
と
第
７
巻
の
み
で
す
。
第
４
巻
は

３
０
０
０
円
、
第
７
巻
は
２
２
０
０
円
で
、

郷
土
博
物
館
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
郷
土
博
物
館
や
市
立
図
書
館
で
は
、

全
７
巻
を
そ
ろ
え
て
一
般
の
方
の
閲
覧
に
供

し
て
お
り
、
館
内
で
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。

型

塁 』
■■｡

。

〆 、

恥

〆

皇

~＝』

編
さ
ん
室
の
組
織
・
機
構

一団

』

市史編さん 教育委員会

生涯学習部

諮問や

群11:I坤

や
吟委員会

』〆

(各部会）Ｆ,

Ｊ国『＝

〆

〆『

編さん委員 市
史
編
さ
ん
室

文 生
涯
学
習
課

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ
課

化

〃

ｌ
兼務

課執筆者

協力者等
〃

グａ

■
ｐ
●
●
●
●
●
●
■
■
●
■
。
■
ｑ
ｇ
■
■
■
■
。
■
■

文
化
振
興
係

郷
士
博
物
館

洋
学
資
料
館

文
化
財
セ
ン
タ
ー

｡
咽

迩、

国Ｉ

／
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